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ルール

通常のサッカーと同じ
【人 数】 11人

【試合時間】  45分ハーフ（ハーフタイム15分）

【ピッチサイズ】 フルピッチ

【その他】  主審は笛とフラッグ両方使用
（笛の音が聞こえないため）

ルール

【人 数】  5人

【試合時間】  25分ランニングタイムもしくは
20分プレーイングタイム

【ピッチサイズ】 フットサルピッチ

【その他】  主審は笛とフラッグ両方使用
（笛の音が聞こえないため）

国内大会

全国ろうあ者体育大会（サッカー）・全日本ろう者サッカー選手権大会

全日本ろう者フットサル選手権大会

ろう者（デフ）サッカー、ろう者（デフ）フットサルがあります。

ろう者（デフ）ろう者（デフ）サッカサッカーー
（聴覚障がい）（聴覚障がい）

デフサッカーデフサッカー
「デフ」とは英語で「deaf（聞こえない人、
聞こえにくい人）」という意味で、デフ
サッカーとは、聴覚障がい者のサッカー
であり、競技中は補聴器を外すことが義
務付けられていることから「音のないサッ
カー」の愛称で呼ばれています。ピッチ
上ではアイコンタクトや手話でコミュニ
ケーションを取っています。

デフフットサルデフフットサル
デフフットサルとは、聴覚障がい者のフッ
トサルです。

対象者

聴覚障がい者
※ただし、日本と国際ルールで基準が異なります。日本は最も軽い6級で両耳の聴力レベルが
70dB以上、一側耳の聴力レベルが90dB以上、他側耳の聴力レベルが50dB以上と定められてい
ます。一方、国際ろう者スポーツ委員会は聞こえが良い方の耳の聴力が55dB以上とされています。

【クラス分け】なし

【その他】  競技中は補聴器を外すことが義務付けられている



（サッカー国際副審）

基本的にサッカーとルールは変わりません。
1点だけ主審は笛とフラッグ両方使用します（笛の音が聞こえないため）。
国際試合ではさらに両ゴール裏に１人ずつ。合計５人のフラッグを持った審判員
が、プレーの停止を多方向から伝えます。
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留意点

サッカーと同じ大きさのフィールドをカバー

できる体力が必要。また安全でスムーズな運

営のため、審判員間の打ち合わせが重要です。

また、旗のシグナルはタイミングよく示し、

判定後プレーが続く場合はプレーヤーの視野

に入ることも必要となります。

大会での審判条件

JFA審判員３級以上

各競技独自の審判制度・講習会

独自制度なし

大会時の事前審判研修の有無

■大会前研修：なし

■当日研修：あり

→内容：デフ対応用の説明をする（旗の使い

方の説明など）

大会等の審判状況

全国大会レベルでは都道府県サッカー協会に派遣協力依頼をしている。

ろう者（デフ）サッカーの審判ろう者（デフ）サッカーの審判
ろう者（デフ）ろう者（デフ）サッカサッカーー
（聴覚障がい）（聴覚障がい）

一般社団法人日本ろう者サッカー協会 

〒899-2154　宮崎県宮崎市学園木花台桜１丁目8番地3-A101
Eメール jdfa@jdfa.jp 公式WEBサイト https://jdfa.jp 
公式Facebook https://www.facebook.com/jdfa.soccer

公式Twitter https://twitter.com/jdfa_official
公式Instagram https://www.instagram.com/jdfa_official/

山内 宏志さんに聞きました！

ろう者（デフ）サッカーの審判に取り組むよ
うになったきっかけは？

教員として専門学校の授業を担当していた時に、
聴覚障がいを持つ学生と出会い、審判資格の取
得や大会運営について相談を受けたのがきっか
けです。それから毎年、東日本ろう者サッカー
協会主催大会「デフリーグ」に参加するようにな
り、審判講習会も行うことができました。

審判を通して感じるろう者（デフ）サッカー
の魅力について一言！

それは間違いなく「コミュニケーション」だと思
います。手話や読唇はもちろんですが、アイコ
ンタクトによるスムーズな連係は審判員として
も魅了されます。また、危険を察知する力によ
る「リスクマネジメント」なども特長として挙げ
られます。そして、ピッチ上だけでなくオフザ
ピッチでも大切にされる「心遣い」とデフサッ
カーが育む「温かいコミュニティー」がその魅力
をより強いものにしている思います。

※2018年からは日本ろう者サッカー協会主催
2020年、2021年はコロナ禍の影響で開催なし
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一般社団法人 日本障がい者サッカー連盟

〒113-8311 東京都文京区本郷3-10-15 JFAハウス内
TEL 03-3818-2030    FAX 03-6684-4034  Eメール jiff_info@jfa.or.jp
公式WEBサイト https://www.jiff.football

JFAと障がい者サッカー団体をつなぐ、中間支援組織です。

日本障がい者サッカー連盟（JIFF）は７つの障がい者サッカー団体の集合体です。
日本サッカー協会（JFA）の加盟団体であり、JFAと協働し、７つの障がい者サッ
カー団体の活動をサポートする中間支援組織です。

【普 及】障がい者サッカーの普及に努め、社会に根付いたものとなることで、
誰でも、いつでも、どこでもスポーツを楽しめる環境を創りあげる。

【強 化】障がい者サッカーの強化に努め、日本代表が世界で活躍することで、
人々に勇気と希望と感動を与える。

【組 織】健全な組織の構築に努め、社会的責任を果たしていくことで、障が
い者サッカーの価値を向上する。

理 念 広くサッカーを通じて、障がいの有無に関わらず、誰もがスポーツの価値を
享受し、一人ひとりの個性が尊重される活力ある共生社会の創造に貢献する。

日本障がい者サッカー連盟日本障がい者サッカー連盟

ビジョン

日本アンプティ
サッカー協会
切断障がい

日本ソーシャル
フットボール協会

精神障がい

日本知的障がい
者サッカー連盟
知的障がい

日本電動車椅子
サッカー協会
電動車椅子

日本CP
サッカー協会
脳性麻痺

日本ブラインド
サッカー協会
視覚障がい

日本ろう者
サッカー協会
聴覚障がい

日本障がい者サッカー連盟

日本サッカー協会

加 盟 団 体

JFA に加盟
（関連団体） 連携窓口

サポート意見集約

【機能・役割】
❶ JFAとの連携窓口
❷ 各団体の意見取りまとめ・調整
❸ 障がい者サッカー・スポーツの発展に向けた
施策の企画・立案・実施
❹ 各団体の連携強化に向けた取り組みの実施

サッカーなら、どんな障害も越えられる。サッカーなら、どんな障害も越えられる。
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その他の情報

手話通訳費用補助制度
https://www.jiff.football/about/shuwa/

JFAおよび47都道府県サッカー協会主催の講習会やセミナー
に聴覚障がい者参加する場合、
JIFFから主催者側に手話通訳費用を補助する制度です。

障がい者のスポーツ参画を応援しよう！
サッカー指導者・審判員を目指す聴覚障がい者のために

そのための寄附を募っています。
https://donation.yahoo.co.jp/detail/5176001/

日本障がい者サッカー連盟（JIFF）の活動内容

活 動 内 容

相談窓口
障がい者サッカーに関する相談専用窓口
TEL：03-3818-2031（平日11時～16時）

障がい者サッカー共同事務局
を設置／オフィス提供および
人的支援

組織基盤が脆弱で専用のオフィスを持たない障がい者サッカー競技団
体へ、オフィス提供および人的支援を実施しています。また、問い合
わせの一次窓口や情報集約・整理等を行い、障がい者サッカー全体の
組織基盤強化と普及をサポートしています。

7つの障がい者サッカーの情
報発信

7つの障がい者サッカー情報をまとめ、障がい者サッカー全体の情報
を発信しています。全国のクラブチーム検索機能を備えるほか、JFA
と連携し障がいに関するハンドブックも制作しています。

インクルーシブフットボール
フェスタによる全国的なイン
クルーシブな場づくり

障がい者と健常者がまぜこぜでサッカーを楽しむイベントを開催して
います。都道府県サッカー協会、地元のJリーグ、Fリーグ、WE・な
でしこリーグクラブ、障がい者サッカーチームの協力を得ての取り組
みを全国へ展開しています。

障がい者サッカー指導者の養
成／指導者登録制度の運用

JFA有資格指導者への障がい者サッカーカリキュラム受講を推進して
います。JIFF指導者登録制度を運用し、障がい者サッカーへの橋渡し
を行っています。また、バルサ財団（スペイン）と連携し講習会を実施し、
場づくりのキーマンとなる指導者を養成しています。

9地域障がい者サッカー連携
会議による障がい者サッカー
ネットワーク構築

2019年からスポーツ庁より事業を受託し、全国を9地域に分け、連
携会議を実施しています。JIFF、JFA、7つの障がい者サッカーのほ
か、都道府県サッカー協会、全国のJリーグクラブ、地域の障がい者サッ
カーチームが参加し、ネットワークづくりに取り組んでいます。

企業・教育機関向けの教育事
業の推進

障がい者サッカーで培われる強みを活かし、小・中学生向けに、障が
い理解や、思いやりを学ぶインクルーシブ教育プログラムを実施して
います。企業向けには、コミュニケーションやビルディング研修等を
実施しています。

©JIFF
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公益財団法人日本サッカー協会

　

公益財団法人日本サッカー協会 47FA普及推進部

一般社団法人日本障がい者サッカー連盟

特定非営利活動法人日本アンプティサッカー協会

一般社団法人日本CPサッカー協会

特定非営利活動法人日本ソーシャルフットボール協会

特定非営利活動法人日本知的障がい者サッカー連盟

一般社団法人日本電動車椅子サッカー協会

特定非営利活動法人日本ブラインドサッカー協会

一般社団法人日本ろう者サッカー協会

● 本紙掲載のレポート、写真、図表等の無断転載を禁じます。
● 発行日：2022年  9月  
※掲載しているデータは2022年現在のものです。　

発　行

編　集

編集協力・写真提供
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〒113-8311 東京都文京区本郷3-10-15 JFAハウス内
TEL 03-3818-2030  https://www.jiff.football

〒113-8311 東京都文京区本郷3-10-15 JFAハウス内
TEL 050-2018-1990（代表）  https://www.jfa.jp/

障
が

い者
サッカー

日本障がい者サッカー連盟

知的障がい者

サッカー

ろう者（デフ）

サッカー

ブラインドサッカー

アンプティサッカー

CPサッカー

ソーシャル

フットボール

電動車椅子サッカー

障がい者サッカーHAND BOOK
審判編


